
報告：液状化解析プログラム LIQCA を用いた地盤地震応答解析 
（本文12～15ページ参照） 

 

 

 

 

口絵写真-3 加振後の変形図と有効応力減少比（ESDR＝（σ′mo－σ′m）/σ′mo） 

 

 

 

 
 

(a)無対策       (b)地下水位低下1m 
 

 
 

     (c) 地下水位低下2m   (d)格子状地中壁（1宅地１格子） 

 

口絵写真-4  加震終了時(60sec)の変形及び過剰間隙水圧比、最大値は 1.4(①-①断面） 
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